　生権力研究会（基礎人間科学講座・檜垣立哉准教授主催）　　共催：グローバルＣＯＥ「コンフリクトの人文学」
「人格としての人間／資源としての人間：
生権力と経済」
山崎吾郎（日本学術振興会特別研究員）文化人類学
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2008年7月24日（木曜日）16 :00 -18:00　 
大阪大学吹田キャンパス人間科学部東館304教室　　事前申込不要、どなた様もお気軽にご聴講下さい

 
《要旨》：


生権力が、殺す権力に対する「生かす権力」なのだとしたら、人間の身体を治療のために利用するという発想の中に、生権力の発動を認めることは難しいことではない。本発表では、日本の臓器移植医療を事例として、人体の医療資源化を、経済人類学の観点から考察する。人体の医療資源としての利用が、どのように正当化され、認識され、そして実践されているのかを、具体的な場面に即してとりあげる。その上で、人体の医学的利用がいかなる経済領域を開くのかを、権力論の観点から論じる。











